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2. 原稿: 泌尿総科学領域の全般にわたり，総PJt 原著， 疲例報t!?， そのほかで~IlJにまたは'!J.t:>ととする 原稿i，
症例報告などは他の制服志に発表されたことのない内容でなくてはならない
( I ) 総脱，瓜務総文，その外の普通愉文の長さは，品UIUとして，刷り上がり本文5頁 (4.004:x 20枚)までと
する.
(2) 痕例報告の長さは，)J，l則として.刷りよがり本文3頁 (400字X12*Jc)までとする






(ロ)和文の荻紙，本文とは別に.?Ji:文lin凶，英文抄録音つける 似姐，著者名，所属機|制名， 5 r.li(英文)
以内の Kcywords，抄似本文 (250時以内)の)1にB5またはA4半1)用紙にダプJレ旦ベースでヂイプす
る 別に抄銀本文の和訳を添付する
い.)1瓜稿は，杭l文様偲， ~鳥文棟1m.英文抄録，そのキ[悶f( 緒言，対S5I.と方法， 結保， 考然， 縮問，文献，図
表の説明，図，衰の順に配世し，原稿下段中央部に和文標題ページを lとするページ帯号音付ける.
件)原稿の作成にあたっては，泌尿様車I.J!H詩集(日本泌尿線科学会編)に準拠すること 略慨については本
総投稿規定lÎÍlペー ジの「旬、脱線科紀民間骨傾-~J を使用すること 。
(4) 英文原稿はA4判用紙にダプJレスペー Aでクイプし，)jj(稿の表紙に糠題，持者名，所属機関名.Key 






トリ ミングし，図・裂は限りのないことを十分砧惚のうえ， トレースして紙焼したものが望ましい 様式に
ついては本総の図 ・裂を参照する 写真は明瞭なものに限り，必裂なら矢印(i立後'11:真に貼付)などを入
札，わかりやすくする
(6) 引用文献は必12.!ii1I小限にとどめ 引瓜箇所に引用文献帯勾・を入れる 文献称号は本文の文l脈l闘に付すこと
(アルファベァト順不可).その数は30までとする.
例 ・山13'1">.7)，問中ら8田1、13)によると…
，$U患の場合 一 帯者名(3名まで，それ以よのときは「ほかJIct al.Jとする)・線組雑除名港・最初頁
最ー終頁. ~.~行年
例 1)Kalb1c T， Tricker AR， Fricdl 1'， cL al.: Urcterosigmoidostomy: long-Lerm rcsults， risk or 
ca，'cinoma and ctiological ractors rOr ca，'cinogenesis. J Uro1144: 110-1.114， 1990 
例 2)竹内秀雄，よ問 i!l:.野々村光生，ほか経皮的腎f，!t-石術 (PNL)および経尿道的尿管砕石術
(TUL)にみられる発熱について.泌尿紀12.!33・1357-1363，1987 
単行本の場合一若者名(3名まで，それ以よのときは「ほかJICl al.Jとする)・標題，料名.編集者名
( 3名まで，それ以上のときは「ほかJleL al.Jとする) 版数，巻数，引用頁，発行所，出版地，発行年
例 3)Robel'tson WG， Knowlcs F and Pcacock M: Urinary ll1ucopolySaccharidc il1hibitors or 
calcium oxalaLC c"ystali7.ation. 11: Urolithiasis Reseal'ch. Editcd by Flcish H， Robel'tson 
WC， Smith LH， etal. 1st ed， pp 331-334， Plenllm Prcss， London， 1976 
例 4)大保苑- :JiIl筋州独学.ベッドサイド泌尿総科学.診断 ・治療綱吉田修制節 1I抵，pp 
259- 301 ，南江1tU~1 :rft京.1986 
(7) 投稿にあたっては，本能を十分参考にして体放を守ること






4. 輪文の訂正 :3空続帯査の結果.u;v怖の訂正を求められた場合は.40日以内に，訂正された原稿に骨J正 目を
明示した手紙をつけて， 前記泌尿保科紀~刊行会者tIて送付すること ， なお. Editorの貨任において一部卒:何
の育TIEをすることがある.
5. 採択論文 :filj文が採択された場合I J;ti怖を3.5インチフ ロッピーディスク .MOディスク CD-R. CO-
RWのいずれかに保存L..編集部へ送付する.ディスクには愉文受付番号 .fJ1;町{幸子者:l"r・機机名 ・ソフ トウ
エアとそのパージョンを明間する.WindowsのJj，}合は MS-Word・一太郎，また Macil1loshの場合は EG-
Word' MS-Wordとし，特に Macil1toshにおいては MS-OOSテキストファイ Jレに保存して拠出すること
6 校IE:校正は務者による穴任校正とする 翁ー者扱数の場合は校主主:t任者を投;ftS1I在指定する.
7目 掲載 :愉文の掲械は採用l順を原llJとする 込:i!H品似を邪認するときは投稿1幸にその旨q:lし出ること目







r nrormauon ror Authors Submilling Papers il1 El1glish 
1. Manlscripts， tablcs and figlrcs mlst bc submitted in thrcc copics. Manuscripls sholld be typed 
dOlblc-spacccl Wilh wicle margil1s on 8.5 by 1 il1ch p"per. Thc tcxt ofal1l'egular manlscripts should 
nOl cxcccd 12 typewritcl pages， and thal or a casc rcporl 6 pagcs. Thc abSlracl ;hould nol' cxcccd 
250 worcls ancl should conlail1 no abbr'cviatiol1s. 
2. Thc nrst pagc sho"ldιontaJI、lhctitlc， fullnamcs and arTtliations orthc ."tho凶， kcy wo，'ds (10 morc 
than 5 words)， and a runnil1g titlc consisting or thc first author ancl lwO wor'c1s. 
c.g.: Yamada， Cl al.: Prostatic canccr' PSAP 
3. Thc lisl orrcrcrenccs should includc only thosc p"blicatiol1s which a"c citccl il1thc lcxt. Rcrcrcnccs 
sholld nOl exceed 30 rcadily availablc cilalions. Rercrcncc should be in thc rorrn or slpcrscript 
numcrals and sho"ld not bc arrangcd alphabclicaly 
4. Thc titic， thc namcs ancl amliations or lhc au thors， and an abslracl shoulcl bc pr'oviclccl in J apancsc. 
5. For runhcr c1ctails， rcrcl' tO a r'cccnl journal 
編 集 後 記
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